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病学会・脊髄モニタリング委員会多施設研究の結果から－．第 89 回日本整形外科学会学術総会；2016 May 12-15；
横浜． 
78)  山田 圭，松山幸弘，小林 祥，岩崎 博，関 庄二，伊藤全哉，山本直也，川端茂徳，寒竹 司，和田簡一郎，
田所伸朗．脊柱変形手術による神経障害機序の検討－日本脊椎脊髄病学会脊髄モニタリングワーキンググループ多
施設前向き研究－．第 89 回日本整形外科学会学術総会；2016 May 12-15；横浜． 
79)  松下 功，元村 拓，今西理恵子，平岩利仁，木村友厚．人工股関節置換術後の脚長差と患者満足度．第 53 回日本
リハビリテーション医学会学術集会；2016 Jun 9-11；京都． 
80)  今西理恵子，松下 功，木村友厚．THA を施行した片側変形性股関節症患者の術前筋断面積と JHEQ 因子の関連．
第 53 回日本リハビリテーション医学会学術集会；2016 Jun 9-11；京都． 
81)  下条竜一，野上真紀子，峯 隼人，木村友厚．最小限の内側解離に留めた CR 型 TKA の術中関節ギャップの特徴．
第 45 回北陸リウマチ関節外科；2016 Jul 3；金沢． 
82)  安田剛敏，鈴木賀代，渡邉健太，金森昌彦，木村友厚．原発性胸壁腫瘍の治療の現状と成績．第 49 回日本整形外科
学会 骨・軟部腫瘍学術集会；2016 Jul 14-15；東京． 
83)  安田剛敏，鈴木賀代，渡邉健太，金森昌彦，木村友厚．転移性胸椎腫瘍に対する手術療法の生命予後に与える影響．
第 49 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集会；2016 Jul 14-15；東京． 
84)  廣川達郎，安田剛敏，鈴木賀代，渡邉健太，大西慎太郎，金森昌彦，木村友厚．縦隔胚細胞腫瘍の治療後、11 年で
発症した骨未分化高悪性度多形肉腫の 1 例．第 49 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集会；2016 Jul 14-15；東
京． 
85)  鈴木賀代，安田剛敏，渡邉健太，金森昌彦，木村友厚．DDIT3 遺伝子の再構成を有する軟骨分化領域を伴った粘液
型脂肪肉腫の 1 例．第 49 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集会；2016 Jul 14-15；東京． 
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86)  鈴木賀代，安田剛敏，渡邉健太，金森昌彦，木村友厚．転移性骨腫瘍に対する手術療法が生命予後に与える影響．
第 49 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集会；2016 Jul 14-15；東京． 
87)  渡邉健太*，安田剛敏，鈴木賀代，金森昌彦，木村友厚．遠隔転移を有する高齢者軟部肉腫に対する化学療法の意義．
第 49 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集会；2016 Jul 14-15；東京． 
88)  渡邉健太*，安田剛敏，鈴木賀代，関 庄二，野上真紀子，箭原康人，金森昌彦，木村友厚．マウス悪性骨軟部腫瘍
に対するパゾパニブと温熱療法の併用効果．第 49 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集会；2016 Jul 14-15；東
京． 
89)  金森昌彦，安田剛敏，鈴木賀代，渡邉健太，木村友厚．胞巣状軟部肉腫の肺転移に対してオンコサーミア治療を施
行した 1 例．第 49 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集会；2016 Jul 14-15；東京． 
90)  金森昌彦，安田剛敏，鈴木賀代，渡邉健太，木村友厚．A rare case of brain metastasis from a primary myxofibrosarcoma.
第 49 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集会；2016 Jul 14-15；東京． 
91)  箭原康人，竹森 洋，岡田 稔，高才 東，山下晃弘，小林与人，藤田香里，伊東裕美，中村正裕，渕野裕之，川
原信夫，福井尚志，渡辺 亮，木村友厚，妻木範行．骨代謝と軟骨代謝の接点；SIK3 をターゲットとした変形性関
節症の治療．第 34 回日本骨代謝学会；2016 Jul 20-23；大阪． 
92)  下条竜一，野上真紀子，峯 隼人，杉森一仁．内側解離を最小限に留めた Medial Pivot 型 CR TKA の術中関節ギャ
ップの特徴．第 8 回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会；2016 Jul 28-30；福岡． 
93)  杉森一仁，下条竜一，野上真紀子．肩腱板断裂患者における患者立脚型評価法 Shoulder36 および Hand20 を用いた
上肢機能評価．第 8 回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会；2016 Jul 28-30；福岡． 
94)  峯 隼人，下条竜一，野上真紀子，杉森一仁．Small Patella Syndrome に伴う恒久性膝蓋骨脱臼に対し内側膝蓋大腿
靭帯再建術を行った 1 例．第 8 回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会；2016 Jul 28-30；福岡． 
95)  材木美穂，杉森一仁，下条竜一，野上真紀子．広範囲腱板断裂に対する大腿筋膜移植術後に広範囲の骨吸収が大結
節に生じた 2 例．第 8 回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会；2016 Jul 28-30；福岡． 
96)  牧野紘士*，関 庄二，川口善治，安田剛敏，鈴木賀代 ，箭原康人，渡邉健太，木村友厚．脊椎手術における手術
創感染（SSI）に対する予防的バンコマイシンの効果．5th Japan Association of Spine Surgeons with Ambition；2016 Aug 
6-7；金沢． 
97)  松下 功，新井聖子，竹花美里，元村 拓，平岩利仁，木村友厚．リウマチ外来における医療クラークの重要性に
ついて．第 28 回中部リウマチ学会；2016 Sep 2-3；福井． 
98)  関 庄二，牧野紘士，箭原康人，元村 拓，野上真紀子，渡邊健太，塩沢俊一，淺沼由美子，川口善治，Koichi Masuda，
妻木範行，木村友厚．椎間板変性抑制を目指した治療標的因子と椎間板再生に向けて．第 24 回日本腰痛学会；2016 
Sep 2-3；甲府． 
99)  山上 亨，大西慎太郎，浦田隆司，下条竜一，野上真紀子，須澤 俊．小児脛骨顆間隆起骨折偽関節の治療経験．
第 42 回日本整形外科スポーツ医学会学術集会；2016 Sep 16-17；札幌． 
100)  松下 功，元村 拓，平岩利仁，木村友厚．整形外科の特徴を生かした関節リウマチトータルマネージメント．第
127 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会；2016 Sep 30-Oct 1；松本． 
101)  安田剛敏，鈴木賀代，渡邉健太，長田龍介，金森昌彦，木村友厚．原発性胸壁悪性腫瘍の診断と治療成績．第 127
回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会；2016 Sep 30-Oct 1；松本． 
102)  永尾 薫，安田剛敏，高木寛司，半戸千晶，若宮一宏．大腿骨転子部骨折における骨粗鬆症治療の実態と意義．第
127 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会；2016 Sep 30-Oct 1；松本． 
103)  関 庄二，川口善治，安田剛敏，鈴木賀代，箭原康人，木村友厚．突発性側弯症患者の手術で、Direct Vertebral Rotation
（DVR）の効果が高いのはどの椎体か？－術中 CT を用いた計測から－．第 127 回中部日本整形外科災害外科学会・
学術集会；2016 Sep 30-Oct 1；松本． 
104)  二川隼人，関 庄二，徳永綾乃，伊藤芳章，平野典和，木村友厚．腰椎内視鏡下手術における手術高位の関節温存
率の検討－LOVE 法との比較検討－．第 127 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会；2016 Sep 30-Oct 1；松本． 
105)  鈴木賀代，安田剛敏，渡邉健太，金森昌彦，木村友厚．高齢者における紡錘細胞軟部肉腫に対する MAID 療法の投
与工夫．第 127 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会；2016 Sep 30-Oct 1；松本． 
106)  上嶋 亮，鈴木賀代，安田剛敏，渡邉健太，金森昌彦，木村友厚．上腕骨および大腿骨の転移性骨腫瘍に対する手
術療法の成績と問題点．第 127 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会；2016 Sep 30-Oct 1；松本． 
107)  材木美穂，松下 功，元村 拓，平岩利仁，堂後隆彦，木村友厚．高度の足関節外反変形に対して腓骨骨移植を併
用したフィン付き髄内釘による足関節固定術を行った 2 例．第 127 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会；
大学院医学薬学研究部 （医学部）
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2016 Sep 30-Oct 1；松本． 
108)  中野正人，野上重治，八野田純，川口善治，安田剛敏，関 庄二．骨粗鬆症患者に対する経皮椎弓根スクリューを
用いた脊椎手術の合併症．第 127 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会；2016 Sep 30-Oct 1；松本． 
109)  平岩利仁．脆弱性骨盤輪骨折の骨折型と臨床症状の関連．第 18 回骨粗鬆症学会；2016 Oct 6-8；仙台． 
110)  川口善治，安田剛敏，関 庄二，鈴木賀代，箭原康人，牧野紘士，北島 勲，木村友厚．後縦靭帯骨化症における
血清バイオマーカー．第 31 回日本整形外科学会基礎学術集会；2016 Oct 13-14；福岡． 
111)  川口善治，安田剛敏，関 庄二，鈴木賀代，箭原康人，牧野紘士，北島 勲，木村友厚．後縦靭帯骨化の伸展と高
感度 CRP の関連．第 31 回日本整形外科学会基礎学術集会；2016 Oct 13-14；福岡． 
112)  田村 嵩，川口善治，安田剛敏，関 庄二，鈴木賀代，箭原康人，木村友厚．腰椎変形側弯症における傍脊柱筋の
容量とその質的変化．第 31 回日本整形外科学会基礎学術集会；2016 Oct 13-14；福岡． 
113)  関 庄二，川口善治，安田剛敏，鈴木賀代，箭原康人，渡邉健太，牧野紘士，木村友厚．特発性側弯症患者の後方
矯正固定術における direct vertebral rotation（DVR）の意義について－術中 cone-beam CT での計測－．第 31 回日本
整形外科学会基礎学術集会；2016 Oct 13-14；福岡． 
114)  箭原康人，竹森 洋，岡田 稔，高才 東，山下晃弘，小林与人，藤田香里，伊藤裕美，中村正裕，渕野裕之，川
原信夫，福井尚志，渡辺 亮，木村友厚，妻木範行．軟骨細胞特異的な Sik3 の欠失は関節軟骨の厚みを増大させる．
第 31 回日本整形外科学会基礎学術集会；2016 Oct 13-14；福岡． 
115)  松下 功，元村 拓，多喜博文，川野充弘，山田和徳，村山隆司，中﨑 聡，高木治樹，勝木保夫，木村友厚．高
齢 RA 患者に対するゴリムマブの有効性と安全性－FIT-RA registry を用いた解析－．第 31 回日本臨床リウマチ学会；
2016 Oct 29-30；東京． 
116)  松下 功，元村 拓，平岩利仁，木村友厚．チーム医療で共有すべき外科治療目標とは・股関節．第 31 回日本臨床
リウマチ学会・シンポジウム；2016 Oct 29-30；東京． 
117)  元村 拓，松下 功，山田和徳，村山隆司，中﨑 聡，加藤真一，津谷 寛，高木治樹，木村友厚．血清 MMP-3
値によるアバタセプト治療 1 年後の寛解予測－FIT-RA registry を用いた解析－．第 31 回日本臨床リウマチ学会；2016 
Oct 29-30；東京． 
118)  松下 功，今西理恵子，平岩利仁，元村 拓．人工股関節置換術後の脚長差と患者満足度の関連について．第 43 回
日本股関節学会学術集会；2016 Nov 4-5；大阪． 
119)  今西理恵子，松下 功，元村 拓，平岩利仁．不安になりやすさを示す特性不安は、THA 術後での JHEQ score や
JOA hip score の改善に影響するのか？．第 43 回日本股関節学会学術集会；2016 Nov 4-5；大阪． 
120)  平岩利仁，松下 功，元村 拓，今西理恵子．モジュラー型人工股関節術前後における機能的前捻角と大腿骨回旋
肢位の変化．第 43 回日本股関節学会学術集会；2016 Nov 4-5；大阪． 
121)  松下 功，元村 拓，平岩利仁，木村友厚．関節リウマチの関節超音波画像と骨膜病理所見．第 44 回日本関節病学
会；2016 Nov 11-12；別府． 
122)  長田龍介，今上修一，頭川峰志，和田輝至．レーザー血流計を用いて測定した健常人の皮膚血流．第 43 回日本マイ
クロサージャリー学会学術集会；2016 Nov 17-18；広島． 
123)  今上修一，長田龍介，頭川峰志．上顎歯肉癌の遊離前腕皮弁再建後に生じた内頸静脈塞栓の 1 例．第 43 回日本マイ
クロサージャリー学会学術集会；2016 Nov 17-18；広島． 
124)  頭川峰志，長田龍介，和田輝至．びまん性神経腫脹を呈する末梢神経障害の顕微鏡手術所見．第 43 回日本マイクロ
サージャリー学会学術集会；2016 Nov 17-18；広島． 
125)  関 庄二，川口善治，安田剛敏，箭原康人，渡邉健太，牧野紘士，田村 崇，木村友厚．特発性側弯症の後方矯正
固定術にける Ponte osteotomy による椎体回旋改善への影響－術中 uni-planar screw を用いたデバイスでの測定－．第
50 回日本側彎症学会学術集会；2016 Nov 17-19；京都． 
126)  関 庄二，川口善治，安田剛敏，箭原康人，渡邉健太，牧野紘士，田村 崇，木村友厚．特発性側弯症においてど
の椎体が最も Direct Vertebral Rotation（DVR）の効果が高いか－術中 CT での椎体回旋測定－．第 50 回日本側彎症
学会学術集会；2016 Nov 17-19；京都． 
127)  田村 崇，関 庄二，川口善治，安田剛敏，箭原康人，渡邉健太，木村友厚．思春期特発性側弯症における傍脊柱
筋容量と質的変化．第 50 回日本側彎症学会学術集会；2016 Nov 17-19；京都． 
128)  箭原康人，関 庄二，牧野紘士，川口善治，安田剛敏，鈴木賀代，渡邉健太，木村友厚．思春期特発性側弯症にお
ける矯正固定術前後での脊柱管伸長距離の検討．第 50 回日本側彎症学会学術集会；2016 Nov 17-19；京都． 
129)  牧野紘士*，関 庄二，川口善治，箭原康人，渡邉健太，木村友厚．蛍光標識二次元ディファレンスゲル電気泳動を
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用いた特発性側弯症（AIS）患者の血漿タンパク解析．第 50 回日本側彎症学会；2016 Nov 17-19；京都． 
130)  元村 拓，平岩利仁，松下 功．当院における関節リウマチ外反母趾に対する水平骨切り術の治療成績．第 41 回日
本足の外科学会・学術集会；2016 Nov 17-18；奈良． 
131)  新井 学，元村 拓．足関節内果関節内遊離体に伴う後脛骨筋腱完全断裂の 1 例．第 41 回日本足の外科学会・学術
集会；2016 Nov 17-18；奈良． 
132)  須澤 俊，長田龍介，頭川峰志，安田剛敏，鈴木賀代，木村友厚．骨髄炎を合併した晩発生放射線皮膚潰瘍の臨床
経験．第 203 回北陸整形外科集談会；2016 Nov 27；金沢． 
133)  関 庄二，川口善治，安田剛敏，鈴木賀代，箭原康人，渡邉健太，牧野紘士，木村友厚，平野典和，徳永綾乃，伊
藤芳章．成人脊柱変形に対して OLIF を用いた矯正固定術－後方単独矯正固定との比較－．第 27 回北陸脊椎脊髄外
科研究会；2016 Dec 3；金沢． 
134)  渋谷忠希，川口善治，関 庄二，箭原康人，上嶋 亮，安田剛敏，鈴木賀代，木村友厚．くる病における脊柱骨折
の治療経験．第 27 回北陸脊椎脊髄外科研究会；2016 Dec 3；金沢． 
135)  上嶋 亮，関 庄二，川口善治，箭原康人，木村友厚．潜在性脊椎披裂に合併した腰仙椎奇形に対して Segmental Apical 
Fusion を施行した 1 例．第 27 回北陸脊椎脊髄外科研究会；2016 Dec 3；金沢． 
 
◆ その他 
1)  木村友厚．関節破壊制御のための RA マネジメント．第 40 回千葉県整形外科医会総会；2016 Mar 19；千葉． 
2)  木村友厚．生物学的製剤時代における手術療法．H28 年度東海・北陸地区リウマチの治療とケア研修会；2016 Oct 23；
岐阜． 
3)  木村友厚．関節軟骨破壊は治せるか？－基礎と臨床－．第 6 回高齢者医療を考える会；2016 Nov 17；富山． 
4)  木村友厚．関節破壊制御のための RA 薬物治療とマネジメント．北信地区・関節リウマチセミナー；2016 Nov 25；
飯山． 
5)  木村友厚．変形性関節炎の病態と治療－エビデンスと薬物治療の可能性－．第 27 回日本リウマチ学会中国四国支部
学術集会・教育研修講演；2016 Dec 3；広島． 
6)  松下 功．関節の評価（理学所見）．Step-up Rheumatology Forum for the YOUNG “SURF” Round-9；2016 Jan 30；東京． 
7)  松下 功．TRI LOCK の X 線所見における経年的骨変化．第 9 回 Tri-Lock ボーンプリザベーションシステム臨床研
究会；2016 Feb 13；東京． 
8)  松下 功．生物学的製剤時代の RA 手術療法．第 1 回横浜リウマチの外科ネットワーク；2016 Feb 17；横浜． 
9)  松下 功．RA 荷重関節破壊阻止を目指した TNF 阻害療法．第 10 回群馬東毛リウマチ研究会；2016 Feb 19；太田． 
10)  松下 功．リウマチ診療における画像検査．第 12 回リウマチ治療病診連携懇話会；2016 Feb 29；富山． 
11)  松下 功．生物学的製剤の特徴と使い方．中外製薬社内講師勉強会；2016 Mar 2；富山． 
12)  松下 功．セメントステムの考え方と実際．富山セメント THA セミナー；2016 Mar 5；富山． 
13)  松下 功．RA 診療における関節超音波検査の有用性とその実際．JCR 中部支部関節超音波検査初心者向け講習会；
2016 Mar 13；富山． 
14)  松下 功．整形外科医が考える TNF 阻害薬の Best Use．Simponi Seminar；2016 Mar 18；札幌． 
15)  松下 功．生物学的製剤時代の RA 手術療法．第 17 回東北リウマチ医の会，第 32 回山形リウマチ研究会合同講演
会；2016 Mar 27；山形． 
16)  松下 功．関節リウマチの薬物治療－DMRDs の特徴と使い方－．第 1 回富山リウマチカンファレンス；2016 Apr 6；
富山． 
17)  松下 功．関節リウマチ治療におけるアバタセプトのポテンシャル．ORENCIA Web Seminar；2016 Apr 14；富山． 
18)  松下 功．関節リウマチのトータルマネジメント－薬物療法、手術療法、リハビリテーションのコンビネーション
－．第 17 回東山リウマチワークショップ；2016 May 21；京都． 
19)  松下 功．RA 治療におけるアバタセプトの特徴と best use．第 1 回篠ノ井関節リウマチ研究会；2016 May 23；長野． 
20)  松下 功．関節リウマチ診療における関節超音波検査の有用性と実際．関節エコーセミナーin 滋賀；2016 May 26；
大津． 
21)  松下 功．最新のリウマチ治療－薬物治療，手術療法，リハビリテーションについて－．千歳リウマチ懇話会 2016；
2016 Jun 3；千歳． 
22)  松下 功．FIT-RA データ解析結果から見えてきたゴリムマブのポテンシャル．田辺アドバイザー研修会；2016 Jun 6；
富山． 
大学院医学薬学研究部 （医学部）
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23)  松下 功．関節リウマチのトータルマネジメント．第 53 回日本リハビリテーション医学会学術集会・ランチョンセ
ミナー；2016 Jun 9；京都． 
24)  松下 功．生物学的製剤の使い分けとリウマチ診療における医療クラークの役割．武田薬品 MR 研修会；2016 Jun 15；
富山． 
25)  松下 功．関節破壊阻止を目指した RA 薬物療法の考え方とその実際．三河湾リウマチセミナー；2016 Jun 18；安
城． 
26)  松下 功．変形性関節症の新たな保存療法．ロコアテープ発売記念講演会；2016 Jun 24：富山． 
27)  松下 功．関節リウマチ治療の考え方と最新の薬物療法．リウマチ医療講演会・日本リウマチ友の会；2016 Jun 25；
富山． 
28)  松下 功．アバタセプトの特性とポテンシャル－本邦全例調査の結果と EULAR2016 の話題．富山関節リウマチセ
ミナー；2016 Jun 30；富山． 
29)  松下 功．変形性股関節症の診断と治療 最近の知見．第 45 回北陸リウマチ・関節研究会；2016 Jul 3；金沢． 
30)  松下 功．関節リウマチに対する薬物療法 synthetic DMARDs．第 25 回日整会認定リウマチ医研修会・基礎；2016 Jul 
23；東京． 
31)  松下 功．関節破壊阻止を目指した RA マネジメント．Rheumatology Meeting in Niigata；2016 Jul 29；新潟． 
32)  松下 功．関節リウマチにおける関節保護の重要性．第 6 回 Rheumadvance；2016 Aug 6；東京． 
33)  松下 功．RA におけるゴリムマブの臨床成績－多施設共同研究により解析－．富山リウマチ懇話会；2016 Aug 17；
富山． 
34)  松下 功．関節リウマチにおける小関節と大関節の破壊－modified total Sharp score と ARASHI score を用いた比較検
討－．北陸リウマチ疾患セミナー；2016 Aug 27；金沢． 
35)  松下 功．RA 治療における biological DMARDs の特徴と個別化医療の可能性．第 28 回日本リウマチ学会中部支部
学術集会；2016 Sep 3；福井． 
36)  松下 功．RA 診療における関節所見の取り方．第 4 回 Gifu RA Young Academy 若手 RA 診療医向けセミナー；2016 
Sep 9；岐阜． 
37)  松下 功．RA における大関節破壊と TNF 阻害療法．北九州 Golimumab Orthopedic Meeting；2016 Sep 12；北九州． 
38)  松下 功．関節リウマチにおける自己抗体とアバタセプトの立ち位置．第 31 回日本整形外科学会基礎学術集会・ラ
ンチョンセミナー；2016 Oct 14；福岡． 
39)  松下 功．関節リウマチのトータルマネジメント．臨床整形外科 RA カンファレンス；2016 Oct 14；和歌山． 
40)  松下 功．RA 治療におけるアバタセプトの特徴と私が考える best use．MAESTRO SEMINAR；2016 Oct 15；名古屋． 
41)  松下 功．関節リウマチのトータルマネジメント．第 192 回佐久整形外科の会；2016 Oct 21；佐久． 
42)  松下 功．関節リウマチの薬物治療－考え方と実際－．第 59 回信州リウマチ膠原病懇談会；2016 Oct 22；長野． 
43)  松下 功．関節超音波検査デモンストレーション．Academy of Imaging；2016 Nov 6；東京． 
44)  松下 功．関節リウマチのトータルマネジメント．高松整形外科リウマチ連携セミナー；2016 Nov 10；高松． 
45)  松下 功．RA における関節破壊阻止を目指した治療戦略．第 44 回日本関節病学会・ランチョンセミナー；2016 Nov 
11；別府． 
46)  松下 功．関節リウマチにおける ACPA の意義とアバタセプトの立ち位置．関節リウマチセミナ－in 松江；2016 Nov 
17；松江． 
47)  松下 功．Partial Responder と関節破壊．RA Expert Meeting 北陸；2016 Nov 18；金沢． 
48)  松下 功．関節リウマチのトータルマネジメント．第 2 回金沢市西地区リウマチセミナー；2016 Nov 19；金沢． 
49)  松下 功．周術期の注意点とその対策．第 24 回日本整形外科学会認定リウマチ医研修会；2016 Nov 23；東京． 
50)  松下 功．リウマチ診療における関節超音波検査の有用性とその実際．富山エコーセミナー；2016 Nov 24；富山． 
51)  松下 功．関節リウマチ治療におけるアバタセプトの特徴と私が考えるポジショニング．RA Seminar in Osaka 2016；
2016 Nov 26；大阪． 
52)  松下 功．治療目標達成に向けたメディカルスタッフの重要な役割．Remicade Nurse Seminar；2016 Dec 10；東京． 
53)  松下 功．関節リウマチ診療における画像検査．UCB 教育講演会；2016 Dec 15；富山． 
54)  松下 功．Golimumab の Potential とテーラーメイド医療の可能性．Biologics Users‘ Forum；2016 Dec 17；東京． 
55)  川口善治．骨粗鬆症性椎体骨折の外科治療－MIST の適応と限界－．第 6 回関東 MISt 研究会；2016 Jan 16；東京． 
56)  川口善治．慢性疼痛患者に対するアプローチ－保守的・外科的・薬物治療を駆使したトータルマネジメント－．滑
川内科学術講演会；2016 Jan 26；滑川． 
− 156 −
57)  川口善治．脊椎疾患における疼痛とその対応－具体例による症例検討－．第 15 回鹿児島疼痛懇話会；2016 Jan 30；
鹿児島． 
58)  川口善治．骨粗鬆症を伴う高齢者の疼痛対策．釧路脳神経外科懇話会；2016 Feb 5；釧路． 
59)  川口善治．慢性疼痛患者に対するアプローチ－保守的・外科的治療を駆使したトータルマネジメント－．Pain Relief 
Symposium；2016 Feb 13；大阪． 
60)  川口善治．骨粗鬆症を伴う高齢者の疼痛対策．岐阜県臨床整形外科医会研修講演会；2016 Feb 26；岐阜． 
61)  川口善治．新しい慢性腰痛症の治療．日本イーライリリー株式会社全国 MR 対象社内研修会；2016 Mar 15；富山． 
62)  川口善治．BKP による治療のタイミングと適用．富山県 Balloon Kyphplasty セミナー；2016 Mar 17；富山． 
63)  川口善治．骨粗鬆症を伴う高齢者の腰痛対策．第 10 回知多半島整形外科連携セミナー；2016 Mar 19；名古屋． 
64)  川口善治．腰痛患者に対するアプローチ－病態を考慮に入れたトータルマネジメント．第 126 回中部日本整形外科
災害外科学会学術集会 家康セミナー；2016 Apr 8；浜松． 
65)  川口善治．慢性疼痛患者に対するアプローチ－保守的・外科的治療を駆使したトータルマネジメント－．奈良ペイ
ンフォーラム；2016 May 21；奈良． 
66)  川口善治．エビデンスから見た新しい慢性腰痛治療．シオノギ・リリーWeb 講演会 2016；2016 May 25；富山． 
67)  川口善治．脊椎靭帯骨化症に関する最近の研究と将来展望－頑固な痛み・しびれからの解放－．第 6 回大分運動器
疼痛研究会；2016 May 26；大分． 
68)  川口善治．腰痛に対する薬物治療の EBM．Web セミナー；2016 Jun 8；富山． 
69)  川口善治．骨粗鬆症を伴う高齢者の腰痛対策．上越慢性疼痛セミナー；2016 Jun 9；上越． 
70)  川口善治．脊柱靭帯骨化症・病態と治療の最前線．第 85 回東海脊椎脊髄病研究会学術集会；2016 Jun 11；名古屋． 
71)  川口善治．骨粗鬆症を伴う高齢者の腰痛対策．第 29 回日本臨床整形外科学会学術集会・ランチョンセミナー；2016 
Jul 18；札幌． 
72)  川口善治．腰痛症に対する遺伝子学的アプローチ．第 38 回日本疼痛学会・ランチョンセミナー；2016 Jun 24；札幌． 
73)  川口善治．高齢者における腰痛診療の実際．岩手慢性腰痛セミナー；2016 Jun 30；盛岡． 
74)  川口善治．腰痛に対する薬物治療の EBM．Web セミナー；2016 Jul 6；富山． 
75)  川口善治．関節リウマチの脊椎病変．日本整形外科学会リウマチ研修会；2016 Jul 23；東京． 
76)  川口善治．疼痛治療実態とアンメットニーズについて．疼痛領域アドバイザリー会議；2016 Jul 26；富山． 
77)  川口善治．慢性疼痛患者に対するアプローチ－保存的・外科的治療を駆使したトータルマネジメント－．TOYAMA 
Pain Forum 2016；2016 Jul 28；富山． 
78)  川口善治．変形性腰椎症における NSIDs 貼付剤の有用性．対談および原稿監修；2016 Aug 4；東京． 
79)  川口善治．脊柱靭帯骨化症・病態と治療の最前線．第 13 回埼玉オルソペディクスセミナー；2016 Aug 6；川越． 
80)  川口善治．慢性腰痛－エビデンスに基づく薬物治療－．Chronic Low Back Pain Expo 2016 in Shinagawa；2016 Aug 27；
東京． 
81)  川口善治．骨粗鬆症を伴う高齢者の腰痛対策．南砺市医師会学術講演会；20016 Aug 31；南砺． 
82)  川口善治．腰痛研究の現状と将来展望－椎間板に焦点を当てて－．第 24 回日本腰痛学会セミナー；2016 Sep 2；甲
府． 
83)  川口善治．骨粗鬆症を伴う高齢者の腰痛対策．痛みのケアフォーラム；2016 Sep 3；京都． 
84)  川口善治．脊柱靭帯骨化症・病態と治療の最前線．Meet the Expert；2016 Sep 13；東京． 
85)  川口善治．骨粗鬆症を伴う高齢者の腰痛対策．上田慢性腰痛セミナー；2016 Sep 15；上田． 
86)  川口善治．背中の病気－傾向と対策．呉羽懇話会；2016 Sep 17；富山． 
87)  川口善治．エビデンスに基づく慢性腰痛治療．セレコックス WEB シンポジウム；2016 Sep 26；富山． 
88)  川口善治．腰痛治療のエビデンスとその実際．医療保険研修会；2016 Sep 28；富山． 
89)  川口善治．脊椎靭帯骨化症に関する最近の研究と将来展望－頑固な痛み・しびれからの解放－．Chronic Pain & Bone 
Forum in 岐阜；2016 Oct 8；岐阜． 
90)  川口善治．骨粗鬆症を伴う高齢者の腰痛対策．第 32 回大和市整形外科医会学術講演会；2016 Oct 22；相模原． 
91)  川口善治．慢性腰痛症に伴う疼痛に関する最新情報．宮城県腰痛治療研究会；2016 Oct 29；仙台． 
92)  川口善治．脊椎疾患診療の実際．かかりつけ医のための腰痛診療セミナー；2016 Nov 9；富山． 
93)  川口善治．脊椎疾患診療の実際．ほたる医会；2016 Nov 15；滑川． 
94)  川口善治．慢性腰痛に対する薬物治療最新情報．富山県薬剤師会；2016 Nov 19；富山． 
95)  川口善治．慢性疼痛－エビデンスに基づく薬物治療－．刈谷 Pain Forum；2016 Nov 24；刈谷． 
大学院医学薬学研究部 （医学部）
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96)  川口善治．エビデンスに基づく腰痛治療．静岡 Pain Forum；2016 Nov 26；静岡． 
97)  川口善治．頸椎 OPLL 患者の全脊柱における靭帯骨化巣の詳細な検討－多施設研究－．厚生労働省科学研究費補助
金難治性疾患政策研究事業・平成 28 年第二回合同班会議；2016 Nov 26；東京． 
98)  川口善治．骨粗鬆症を伴う高齢者の腰痛対策．飯山市疼痛治療研究会；2016 Dec 1；飯山． 
99)  川口善治．合併症の回避と対処～頸椎変性疾患・後方法．AOSpine Advanced Symosium 東京・セッション；2016 Dec 
17；東京． 
100)  川口善治．厚労科研脊柱靭帯骨化症研究班・全脊柱 CT 研究プロジェクトリーダー． 
101)  川口善治．なんでも健康相談，脚にしびれがあります．きょうの健康 NHK テキスト 6 月号．2016：115． 
102)  川口善治．編集後記．J Spine Res．2016：978． 
103)  安田剛敏．整形外科領域における腫瘍について．エーザイ株式会社 MR 研修会；2016 Mar 2；富山． 
104)  安田剛敏．当科における骨軟部腫瘍の診断と治療の進歩．第 33 回立山セミナー；2016 Jul 9；富山． 
105)  安田剛敏．骨軟部腫瘍の診療におけるピットフォール－腫瘍が怖くなくなるために－；2016 Nov 5；金沢． 
106)  安田剛敏．STS に対する治療戦略－ディスカッション．Kanazawa STS Exports‘ Meeting；2016 Nov 25；金沢． 
107)  下条竜一．TKA/UKA の課題パネリスト．GREAT EXPECTATIONS 2016 Stryker Japan Hip & Knee Knee Symposium；
2016 Mar 19；東京． 
108)  下条竜一．TKA の更なる向上をめざして．Zimmer Biomet TKA Basic Learning Center Program；2016 Mar 20-21；神戸． 
109)  下条竜一．当院における TKA 術後経過について．第 5 回北陸 TKA 勉強会；2016 Apr 2；富山． 
110)  下条竜一．EVOLUTION® Medial Pivot CR Early clinicar result．eMP Knee Seminar in Yokohama；2016 May 13；横浜． 
111)  下条竜一．両十字靭帯温存型人工股関節再置換術手術主義についてのトレーニング講師．Vanguard XP Cadaver 
Training Course；2016 Jun 3-4；Bangkok． 
112)  下条竜一．よりよい成長のための運動とけがの予防．富山市教育委員会大泉中学校；2016 Jun 8；富山． 
113)  下条竜一．関節疾患の予防と治療．平成 28 年度富山県いきいき長寿大学すこやか生活講座；2016 Jul 12；富山． 
114)  下条竜一．関節疾患の予防と治療．平成 28 年度富山県いきいき長寿大学すこやか生活講座；2016 Jul 14；高岡． 
115)  下条竜一．TKA の更なる向上をめざして．Zimmer Biomet TKA Basic Learning Center Program；2016 Sep 4-5；神戸． 
116)  下条竜一．中等度（30 度未満）までの屈曲拘縮膝に対する TKA パネルディスカッション・パネリスト；第 8 回人
工関節を語る若手研究会；2016 Oct 29；新潟． 
117)  下条竜一．下肢の人工関節置換術－適応から後療法まで－．第 420 回富山県薬剤師会学術講演；2016 Nov 19；富山． 
118)  関 庄二．脊柱側弯症の診かたと治療に関して－特に手術治療について－．富山県義肢製作所・講演会；2016 Jan 16；
富山． 
119)  関 庄二．特発性側弯症に対する検診と治療の重要性．平成 28 年度児童生徒の運動器に関する健康課題解決支援チ
ーム会議；2016 Feb 4；富山． 
120)  関 庄二．脊柱側弯症の診かたと検診方法について．平成 28 年度小児科臨床検討会；2016 Feb 16；富山． 
121)  関 庄二．脊柱側弯症の診かたと治療について－特に手術治療に関して－．De Puy Synthes Spine AIS スモールセミ
ナー；2016 Jul 13；富山． 
122)  関 庄二．腰部脊柱管狭窄症について．富山県義肢製作所・講演会；2016 Jul 28；富山． 
123)  関 庄二．姿勢と健康について．富山市船峅小学校保健委員会；2016 Sep 17；富山． 
124)  関 庄二．特発性側弯症に対する検診と治療の重要性．平成 28 年度児童生徒の運動器に関する健康課題解決支援チ
ーム会議；2016 Nov 24；富山． 
125)  関 庄二．腰椎椎間板ヘルニアの病態と治療について．富山県義肢製作所・講演会；2016 Dec 10；富山． 
126)  関 庄二．脊柱側弯症の診かたと治療について－特に手術治療に関して－．De Puy Synthes Spine AIS スモールセミ
ナー；2016 Dec 12；富山． 
127)  関 庄二．第 1 回運動器検診て何？．ふるしろ・シリーズ子供の健康．2016；(246)：1-2． 
128)  元村 拓．関節リウマチの外反母趾治療．富山整形セミナー；2016 Jan 23；富山． 
129)  元村 拓．関節リウマチ患者への薬物投与の関節破壊抑制効果について．武田薬品 MR 研修勉強会；2016 Nov 9；
富山． 
130)  元村 拓．富山エコーセミナー・ハンズオン・トレーナー；2016 Nov 24；富山． 
131)  元村 拓．MTX 関連リンパ増殖性疾患の寛解後にトシリズマブで治療した 1 例．第 2 回リウマチカンファレンス；
2016 Nov 30；富山． 
132)  元村 拓．関節リウマチのリハビリテーション．富山県運動器リハビリテーションセラピスト研修会；2016 Dec 11；
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富山． 
133)  頭川峰志．頸椎高位での麻痺手の再建．第 83 回北陸手の外科症例検討会；2016 Jul 23；金沢． 
134)  頭川峰志．母指再建困難な手部挫滅切断の 1 例．第 84 回北陸手の外科症例検討会；2016 Nov 26；金沢． 
135)  箭原康人．国内留学報告－京都大学 ips 細胞研究所での 4 年間－．第 33 回立山セミナー；2016 Jul 9；富山． 
136)  箭原康人．SIK3-targeting compound, pterosin B, protects cartilage from osteoarthritis．骨・軟骨フロンティア；2016 Nov 5；
東京． 
137)  箭原康人．SIK3 経路阻害剤による関節軟骨変性の抑制効果．第 19 回骨代謝研究会；2016 Nov 26；東京． 
138)  平岩利仁．メトトレキサート使用中に肝障害を認めた関節リウマチの 1 例．第 1 回富山リウマチカンファレンス；
2016 Apr 6；富山． 
139)  平岩利仁．関節リウマチ患者に対するセルトリズマブペゴルの臨床成績－多施設共同研究における解析－．
Rheumatoid Arthritis Expert Meeting 2nd；2016 Jul 30；富山． 
140)  峯 隼人，下条竜一，野上真紀子．大腿骨・脛骨骨折後の関節外変形を伴った変形性膝関節症に対し TKA を行った
1 例．第 6 回北陸 TKA 勉強会；2016 Nov 12；金沢． 
141)  新井 学．外傷センターに行ってきました．第 8 回富山整形外科関節スポーツ研究会 TOSKAS；2016 Feb 19；富山． 
 
大学院医学薬学研究部 （医学部）
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